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熱帯農業については,なんといっても,イギリス人

が最も豊富な経験をもつ｡

ここに紹介する ｢熱帯農業｣の共著者のひとりC.C.

Webster博士 は前マラヤゴム研究所長であるが,

マラヤ以外,ケニア ･西インド諸島 ･タンガニカにも

勤務し,過去32年にわたって熱帯農業にとりくんでき

ている｡ もうひとりの共著者 P.N.Wilsonは現在

Unileverの研究室に働いているが,過去13年,束ア

フリカの Makerere大学 および蕗インド諸島大学で

熱帯畜産学を講じてきた｡

イギリスの熱帯農業についての過去の業績を背景と

して,若者のこの現地研究にもとづく,熱帯農業の概

説書が本書である｡現在の日本の熱帯農業研究の水準

にくらべ,はるかに高いものであることを,残念なが

ら認めないわけにゆかない｡

本書は,熱帯農業の基礎的な諸条件を明らかにし,

熱帯の作物栽培および家畜飼養改善のための,既知の

農業技術研究の総括を目的としている｡

したがって,その内容として,まず熱帯農業の自然

的条件である気候 (気候型 ･降水 ･湿度 ･気温 ･日

照),土壌 (熱帯土壌調査と分類 ･丘陵地傾斜地低台

地の土壌･沖積平地と低テラスの土壌,なおこの章だけ

は H.Bine博士の執筆)および植生 (主要植生形態)

をとりあげる｡つぎに社会的要因として,技術水準 ･

社会構造 ･伝統と信仰 ･人口密度と分布 ･健康と栄養

･土地制度と相続を考察する｡

本論に入って,熱帯農業において,きわめて重要な

問題である土壌および水保全が最初に考察 される｡

つぎは,開墾 ･耕起および雑草駆除の章となる｡これ

題となる｡これは3童にわかれ,移動 (焼畑)耕作,

移動耕作の改善形態,水稲生産なる永久的作付形態の

それぞれにおいて,地力維持方法が分析される｡転じ

て,樹木および潅木作物,すなわち熱帯農業の重要郡

門である樹園作物の考案となる｡ついで熱帯農業の,

もうひとつの部門である日然草地が自然草地の形態 ･

放牧による利用の2葺にわかって検討される｡これに

飼料作物の栽培と牧草地の章がつづく｡最後は家畜飼

養についてであって,熱帯家畜の種類,家畜の熱帯環

境-の適応,熱帯における家畜管理,熱帯における家

畜改善の3章があてられる｡

本書は,個別の作物や個別の家畜についての説明

はそれぞれの専門書にゆずることにしている｡ (たと

えば, これがその1冊である TropicalAgricultlle

Seriesにしても,ココヤシ,茶,莱,熱帯内陸漁業,

熱帯養蜂,ココア,熟霜畜産入門などの請書の刊行を

見る)｡したがって,巻末に30ページにわたっての参

考文献目録がつけられており,より詳細な研究への手

引きとなっている｡

わたくLは,本書は熱帯農業概論書として長もすぐ

れたもののひとつであると思う｡もちろん,広く熟帯

全般についての叙述であるだけに,東南アジア農業と

しては不十分であることはいうまでもない｡しかし,

東南アジアの農業を理解するために,ここに強調され

ているプリンシプルは,きわめて有効に役立つにちが

いない｡その意味で,東南アジア農業の関係者にも,

ぜひとも一読をおすすめしたい｡ (本間 武)

NicholasTarting.So.dheastAsia,Pastand

Pyesent.Melbourne:F.W.Cheshire,1966.

xvi+334p.

著者 Tarling博士は, 2年ばかり前に,京大東南

アジア研究センターを訪れられたCそのときは,オー

ストラリアの UniversityofQueenslandの東南ア

ジア史担当講師で,すでに,

British PolicyintheMalayPeninsulaand

Archipelago,1824J871,1957.

Anglo-DutchRig)aZry in theMalay World,

1780J824,1962.

PiracyandPoliticsintheMala.yWorld,1963.
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などの,マレー世界の近代史の研究を発表 されてい

た｡

博士は,その後,ニュージーランドに移 り,現在

UniversityofAuckland の AssociateProfessor

ofHistoryであるが,最近,東南アジア史概説とし

ての本書を出版された｡

オ-ストラT)アおよびニュージーランドが,東南ア

ジアにいだく関心は,ちかごろ,めざましい｡両国が

マレーシアをイギ リスに代わって積極的に支援しよう

とする動きについては,私は本誌前号で,クアラルン

プール会議出席の感想として述べたところであるOま

た,この10月のジョンソン大統領のマニラ会議出席直

前の,両国訪問によっても明らかであろう｡

本書はこのような要請に応じて出版されたものであ

る｡東南アジア史概説として本書の特色をなすのは,

その時代区分である｡1760年をもって,転機とする｡

したがって,第 1編は1760年までの東南アジアをとり

あつかう｡第2編は1760年から日本の南方作戦のはじ

まる1942年までの東南アジアとりあげる｡ この時代

香,さらに,第 1部の植民的統治構造の形成,第 2部

の民族主義と自治主義とに分ける｡第 3編は1942年以

来の東南アジアを,国ごとに略述する｡

本書のひとつの特徴は,東南アジアのなかに,イン

ド共和国に属するアンダマン･ニコバール諸島を含ま

せていることである｡たしかに東南アジア史を理解す

るためのおもしろい試みだ｡

しかし,オーストラリアおよびニュージーランドの

読者を対象としながら,両国と東南アジアとの関係に

ついて触れるところが少ない｡もちろん この関係が,

歴史的にそれほどなかったといえば,それまでのこと

だ｡しかし,少なくともインドネシアとオーストラリ

アとの関係は,戦後,はなはだ微妙なものであった｡

具体的にいうと,西イリアン帰属問題をめぐって,オ

-ストラリアはインドネシアに心よくなかったのは事

実である｡また,インドネシア ･マレーシア対決問題

にたいし,オーストラリアのマレーシアへの陰に陽に

の援助は忘れられてはならない｡その意味で,本書は

東南アジア史概説としては,きわめてまとまりのよい

ものであるが,とくにこのオーストラリア ･ニュージ

ーランドと東南アジアとの関係に興味をもつものとし

ては失望せざるをえない｡著者が,近い将来,この視点

からの研究を公刊されることを切望する｡なぜなら,

628

第4巻 第 3替

それが東南アジアの将来を読みとるための,ひとつの

鍵なのだから｡ (本間 武)

RobertJ.Muscat.DevelopmentStrategy

inThailand,AStudyofEconomicGrou)th.

New York:FrederickA.Prager,1966.xvi

十310p.

タイ経済の最近のめざましい発展は,低開発国のモ

デル ･ケースとしても,注目されなければならない｡

わたくLは,本書はタイ経済発展を真正面からとりあ

つかった出色の研究であると思う｡

その理由は2つ｡第 1は著者の1957年から62年 に

至る5カ年の USOM (United StatesOperation

MissionoftheInternationalCooperationMission,

現在のTheAgencyforInternationalDevelopment)

のスタッフとしての実際の経験｡ 第 2は, それだ け

に,いかなる経済開発戦略が必要であるかとの,さし

せまった要請｡したがって,本書はきわめて現実的で

ある｡にもかかわらず,この国での,経済計画にたち

いっての著者の経験は,かなりの体系的な思索を必要

ならしめている｡

本書の構成を紹介すると,第 1章は タイ経済発展

のこれまでの patternをとりあつかう｡ この場合,

Ingram の著作に教えられるところが多い｡第2章か

ら,かれの本格的な仕事となり,まず1953年以来のタ

イ経済の成長変化を概説する｡第3章は農業発展の動

態と題し,きわめてめざましい発展をとげている農業

の諸様相, たとえば米作,畑作,市場機構,租税体

系,技術変化などをとりあげる｡第3章は工業部門｡

第5章が開発戦略の結論となる｡

開発戦略としては,現在のタイのとってい る方針

に,だいたい全面的に賛成している｡つまり,自由主

義経済を基調として,必要なかぎり政府が干渉すると

のそれである｡わたくし自身,その大す じについて

は,ほぼ同感であるが,ただ,政府のはたしてきた役

割についての,現実にもとづく批判の少ないのを,あ

るいは点のあますざるのを遺憾に思う｡

いろいろと興味ある点が多い｡たとえば,タイ経済

発展の要因として,中国人のタイ化をあげているの

紘,ひじょうに同感だ｡ しかし, タイ経済の今後の

兄とおしとして,若い政府のエリート層をあげている

- 230-


